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「アートNPOによる外国学校との共同制作の教育的効果についての一考察」 

 ーアートマイル国際交流壁画共同制作プロジェクトを通してー 

Study on educational effect of collaboration with schools oversea by art NPO 

-Through Art Miles Mural Project- 

 

                                                   兵庫県姫路市立手柄小学校    

                                                                           橋本 忠和    

  

Ⅰ はじめに  

 経済や社会・文化のグローバル化が進展し、異文化との

共存や持続可能な社会の構築に向けて国際的な協働が求め

られるとともに、人材育成面の競争も国際的に高まってい

ることから、学校教育において国際理解教育を充実させる

ことが重要な課題の一つとなっている。そして、国際理解

教育の一つの手だてとして国際的な学校間の交流も注目さ

れている。現在、公立学校が外国の学校と交流を図ろうと

する場合、市や町の行政が提携している姉妹都市の学校と

の交流校に指定されるか、イギリスのブリティッシュ・カ

ウンシル１）が行っている「学校間国際交流プロジェクト＝

ジョイント･カリキュラム･プロジェクト」等に参加し、実

践的な英語力を高める手紙交流等の活動をする場合が考え

られる２）。しかし、このような支援を受けて国際的な学校

間交流を実践している学校はごく一部である。さらに、小

学校でも新学習指導要領の改訂にともない総合的な時間が

削減され、教科担任制が導入されている中では、学校単位

で外国の交流校を探すのは時間的・予算的に至難の業であ

る。たとえ見つかったとしても、海外校と実践の事前交渉

ができる英語力を持った教員はごく少数である。 

  従って、日本と海外の学校の間に立って教育実践のコー

ディネートを担ってくれる機関が必要となる。その機関の

１つに、2011 年からその「アートマイル国際交流壁画共同

制作プロジェクト（International Intercultural Mural 

Exchange） 」（以下「アートマイル・プロジェクト」と表

記）の活動が文部科学省後援事業となった「ジャパンアー

トマイル:Japan Art Mile」（以下「JAM」と表記）がある。 

 この JAM が推進するアートマイル・プロジェクトは、従

来の国際交流がメールや手紙等の文字や写真を活用した活

動だったのに対して、子ども達が地域学習や環境・平和学

習等で見いだした課題をテーマにした壁画を日本と海外学

校が協働で作り出すところに特徴がある。しかし、言葉や

文化・距離・時差の壁を乗り越え、外国の学校と共通テー

マの交流学習を行い、その成果として１枚の壁画を共同制

作するこのプロジェクトは、公立学校の児童・教師にとっ

てかなり難しい活動と思われる。 

 そこで、JAM は初めて参加する教師でも容易に国際交流

に取り組めるように、交流相手探しや交流手段（翻訳）、

さらに輸送手段に関する様々なサポートを行っている。 

 外国語活動が教育課程に導入された小学校にとって、

JAM のようなアート NPO がコーディネーター役となり、海

外のパートナー校の紹介や交流活動への支援、さらに各種トラブ

ルの対応をしてくれることで、外国学校とのコミュニケーショ

ンが容易になり、国際交流が盛んになると思われる。 

 そこで、アートマイル・プロジェクトに 2008 年に参加し、

カナダの小学校と壁画の共同制作をおこなった姫路市立安

富北小学校での実践や金沢星陵大学の清水和久による同プ

ロジェクトに関する先行研究を参考に、アート NPO による

外国学校との共同制作が、国際理解やコミュニケーション

力、さらに表現・鑑賞の能力の向上にどのような効果をも

たらすのか考察する。そして、その考察を手がかりに表現

活動を軸にした外国学校との交流学習におけるアート

NPO の役割と課題点を明らかにする。 

 

Ⅱ 学校間の国際交流を支援するアート NPO について 

１ アート NPO とは 

  NPO 法人アート NPO リンク３）によると、2003 年に 535

団体であったアートNPOは 2007年時点で既に 2006団体を

数えるまでになり、現在ではさらに増加しつつある４）。 

アート NPO による初の政策提言「淡路島アート議定書」に

は、その活動目的として、以下の２点が提示してある。 

①本格的な市民社会が到来しつつある今こそ、芸術文化の 

価値、意味を見つめ直し、芸術文化の本来の意義を再構 築

するため、アート NPO は市民一人ひとりが芸術を創 造的

に使いこなし、芸術文化の創造に主体的に参画でき る仕

組みづくりに取り組む。 

②アート NPO は人々のつぶやきを拾い、気づかざる価値 

に光を当てることによって地域を変える創造力を喚起し 

それを育んでいく。そのため、企業や行政との連携・パ ー

トナーシップを強化し、芸術家が地域創造の起爆剤や 触

媒の役割を果たすよう、多様な分野の組織や機関、  そ

して、市民との連携に取り組む５）。 

  この議定書の文面から、アート NPO が市民自治の理念に

もとづきアートと社会の橋渡しをする活動を通して、他領

域の NPO や行政・企業と連携し、豊かな市民社会を創出す

ることを目指していることやアートを今後の社会の抱える
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様々な課題に対応し、その社会をよりよいものに変革のに

大きな力を発揮できるツールとして捉えていることが分か

る。 

 その活動分野について同法人が2010年に318団体のアー

ト NPO を対象に行った「アート NPO の基盤整備のための

リサーチ」によると活動内容の上位は「学術・文化、芸術

又はスポーツの振興を図る活動＝56％」、「まちづくりの

推進を図る活動＝16.4％」、「子どもの健全育成を図る活

動＝9.7％」、「保健・医療又は福祉の増進を図る活動＝6.3

％」、「社会教育の推進を図る活動＝５％」である６）。 

   図１ アート NPO の芸術文化活動分野の割合  ７） 

 また、主たる芸術文化活動分野では、「音楽＝22.6％」、

「美術＝17％」だった（図 1）。「その他＝20.1％」の内訳

は、すべての分野を結びつけた「ジャンル横断型」の活動

が多い８）。今後の活動としては 2010 年度の「NPO 法人ア

ート NPO リンクの活動報告」が、中心地の空き地・空き店

舗、僻地の廃校などを再利用した地域活性化のための創造

拠点を特集しているように９）、アート NPO の活動目的は、

東日本大震災の復興活動とも連携して「まちづくりの推進」

にシフトしていくものと思われる。 

 また、子どもの健全育成を目的とする文化庁の「学校へ

の芸術家等派遣事業」をサポートするプログラム「ASIAS

（Artist's Studio In A School）」を展開している NPO 法人「芸

術家と子ども達」１０）のような学校と芸術家を仲介するア

ート NPO の活動も活発になっていくと思われる。   しか

しながら、JAM のように学校間の共同制作による国際交流

を支援しているアート NPO はまだ少数である。 

 

２ アート NPO「ジャパンアートマイル」とは 

  JAM は 2006 年に日本で「アートマイル国際交流壁画共

同制作プロジェクト」をスタートさせるために結成された。

その活動目的は、「①テーマのある壁画を共同制作するこ

とで、一人ひとりの問題意識を高め、自ら考え行動する自

立した子どもを育てる。②壁画の制作と展示を通して、 

世界を身近に感じ、世界に向かった広い視野を持つ子ども

を育てる１１）」である。 

  このプロジェクトは 2010 年度までに 19 都道府県の小中

高校から 144 学級、海外 30 ヶ国の学校が参加しており、国

際理解教育を推進する有効活動として高い評価を受け、文

部科学省後援事業として認定されている１２）。プロジェク

トに参加校を増やすため JAM は、このプロジェクトに初め

て参加する先生でも容易に取り組め、学習効果が得られる

ように以下のようなサポートを行っている１３）。 

①パートナー校の紹介 

 JAM のグローバルなネットワークから海外の交流パー 

トナーを紹介する。 

②カリキュラムモデルの提供  

 見通しを持って授業設計を立てられるように国際交流の 

カリキュラムモデルを開発して参加校に提供する。 

③交流用メーリングリストの開設  

 参加者の情報交換の場として、交流用メーリングリスト 

を開設している。 

④電子フォーラムの提供 

 日本の学校と海外の相手校が１対１でやり取りできる電

子フォーラムを交流ペア単位で開設している。 

⑤進捗状況に応じたサポート  

 交流の進捗状況を確認するために、参加校には毎月「進

捗レポート」の提出を求めている。これにより参加校は滞

ることなく活動を進めることができ、JAM はそのときに発

生した問題に適時対応して学習の活動を支えている。 ⑥国

内外のアートマイル・コーディネーター  

 JAM のアートマイル・コーディネーターが日本の参加者

をサポートしている。   

 

Ⅲ アートマイル国際交流壁画共同制作プロジェクト 

１ アートマイルの起源と特徴 

「アートマイル国際交流壁画共同制作プロジェクト 」は、

縦 1.5m、横 3.6m の大きなキャンバスに環境保護や国際平

和等のメッセージを込めた絵を世界の人と協働で制作する

活動を通して、お互いの文化を知り合うとともに、世界へ

調和と平和を訴えるプロジェクトである。 

 このプロジェクトは 1990 年に国連職員としてボスニア

ヘルツェゴビナで戦争孤児達を支援する仕事をしていたア

メリカ女性 Joanne Tawfilis 氏が「子ども達がみんなで大き

な絵を描くことで言葉が戻り、笑顔を取り戻していった経

験から、壁画の制作と展示を通して世界の調和と平和を訴

えよう」と 1997 年に職を辞して始めたものである１４）。 

 JAM は、その活動の特徴を以下のように説明している。 

①ＥＳＤ（持続発展教育）に最適  

 海外の相手と交流してお互いを知り、地球規模のテーマ 

で壁画制作する体験はＥＳＤの学習に適している。  

②外国語活動の充実 

 新学習指導要領の外国語活動に示された「外国語を用い 

てのコミュニケーションを図る」「異なる文化をもつ人 

々との交流等を体験し、文化等に対する理解を深める」 学
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習を充実させることに役立つ。  

③総合的な学習の探究学習にも最適  

 複数教科を関連づけて取り組む総合的な学習の探究学習 

に適する。 

④教師が自由に授業設計  

 ６ヶ月の継続した学習としてプログラムされているた 

 め、教師は見通しをもって自由に授業設計できる。  

⑤ゴールが明確だから学習意欲が高まり、持続する  

 プロジェクトのゴールは、海外の相手と協働で１枚の壁 

画を制作することであり子どもの意欲も持続しやすい。⑥

日本が海外の相手をリードする  

 日本側が先に半分の絵を描くためスケジュール・テーマ 

描画法等について日本側が調整していく。 

⑦「デジタル」と「アナログ」の融合  

 インターネットを活用した「デジタルの世界」と実際に 

絵を描くという「アナログの世界」が融合した学習とな っ

ている１５）。  

  このプロジェクトの特徴を国際交流学習の視点から分析

したものに、国際交流学習を「協同的交流型」、「交流重視

型」、「場利用型」、「成果共有型」の４つに分類し１６）し

ている清水和久の研究がある（図２）。 

     図２ 国際交流学習の分類１７） 

 清水は、絵を描くというゴールが明確であることと，ゴー

ルまでの過程の大まかな流れが決まっており（表１），学習

成果として最終的に協同作業で壁画を制作するので、このプ

ロジェクトを，「成果共有型」の国際交流学習に属している

と分析している１８）。  

２ アートマイルでめざす力 

  2000 年に文部科学省が発行した「国際理解教育指導事例

集（小学校編）」によると、国際理解教育を学校全体の実

践とし、どの学習活動においても同じ指導方針が採れるよ

うにするために、以下の４視点の目標を示している。 

①人間理解 

 基本的人権尊重を基盤におき、自分と異なるものを認め

尊重するとともに、自分の考えを持ち、それを認めること

のできる能力や態度の育成。 

②文化・自然理解 

  自他の文化や自然を理解し、それぞれの共通点や相違点

を知り、それらを尊重することのできる能力や態度の育成。 

③コミュニケーション能力 

  他とのかかわりの中で、相手の考えを理解しようとした

り、自分の考えを表現したりしようとする能力。 

④広い視野 

  多くの情報を生かしたり、先を見通したりして柔軟に物

事を見たり考えたりしながら生活に生かすことのできる資

質や態度の育成１９）。 

 一方、JAM は、アートマイルの活動を通して「①コミュ

ニケーション力②異文化理解③自文化理解④主体的に学ぶ

意欲⑤情報活用能力」が育成できるとしている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

     

図３ 国際理解教育指導事例集」の目標と 

    アートマイルの活動で育める力との関連 ２０） 

 この５項目と「国際理解教育指導事例集」の目標との関

係を整理すると図３のようになると考えられる。したがっ

て、この JAM の視点を本論の実践例を国際評価するときに

役立てる。 

３ アートマイル国際交流カリキュラムモデル 

  JAM は、初めて参加した学校の教師が、見通しを持って

授業設計を立て、海外の学校の教師と共通の視点で活動を

推進できるように「アートマイル国際交流カリキュラムの

モデル」を示している。 

    図４ カリキュラムモデルの構成と展開２１） 

  その展開では海外の学校が 9 月から新学期を始めるの

で、1 学期は自分の校区の課題を洗い出し、交流や壁画の

テーマの検討、英語による交流の練習（自己紹介の仕方）

を行った。９月から図２の５段階「①出会い②テーマの協

同学習③壁画のアイディア検討④壁画の制作⑤鑑賞の振り

返り」２２）の学習活動を実践する。 

 このモデルの詳細版には２３）時期と活動内容と共に関連

教科まで示してあるので、姫路市立安富小学校での実践に

おいても、それを参考に表 1 の「カナダとの壁画制作全体

カリキュラム」を作成した。この全体カリキュラムがアー

トマイルへの参加を管理職に打診する際や周囲の教師、さ

らに保護者・地域に理解と協力を得るのに役立った。 
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 月       段 階    

  

            学 習 活 動           

   

        ね ら い      

    

教 科 ･ 領 域  

９ 月  

 

・ 出 会 い  

 

・ ア ー ト マ イ ル 活 動 の 紹 介  

・ 地 域 環 境 と 自 己 を 紹 介 す る カ ー ド 作 成  

・地域の情報をまとめる 

・ ア ー ト マ イ ル を 知 る 。  

・総合 

・ 理 科  

1 0 月  

 

 

 

・テ ー マ の 協  

同 学 習  

 

 

・ 地 域 環 境 と 地 域 文 化 伝 承 の 様 子 を 英 語

 で 紹 介 す る ビ デ オ を 作 成 し 送 付 す る  

・ イ ン タ ー ネ ッ ト 等 で 相 手 校 を 調 べ る 。  

・ 発 信 内 容 に 関 す る 地 域 ア ン ケ ー ト 実 施  

・翻 訳 ソ フ ト 活 用 の 練 習 ・

ネット検索の習熟 

・交流相手国の情報収集 

・ 両 国 違 い を 知 る 。  

・ 総 合  

・社会 

 

 

1 1 月  

 

 

・テ ー マ の 協  

同 学 習  

・ 構 図 の 決 定  

・ 相 手 校 よ り 環 境 学 習 の 様 子 を 記 す 手 紙

 が届き、環境保全のテーマが決定する。 

・ 川 を 軸 に す る 構 図 も 決 定 ・ 下 書 き 制 作  

・テ ー マ に 関 す る 両 校 の  

共通理解を図る 

・ 個 々 の イ メ ー ジ 交 流  

・ 総 合  

・図工 

 

1 2 月  

 

 

・ 壁 画 制 作  

 

 

・ 壁 画 制 作 ・ ク リ ス マ ス カ ー ド 作 成 送 付  

・ 壁 画 の 公 開 （ 地 域 ） ・ 壁 画 を 英 語 で 紹

介  す る ビ デ オ 作 成 送 付  ・ 壁 画 送 付  

・収集した地域やカナダ の 情

報 を 絵 に 表 現 す る 。  

・ ビ デ オ で 意 図 を 伝 え る

。  

・総合 

・図工 

 

1 月  

 

・ 相 手 側 制 作  

 

・ b s s で 校 区 の 様 子 や 学 習 内 容 に 関 す る

情  報 を 交 流  ・ カ ナ ダ よ り カ ー ド が 届

く  

・ 日 本 の 街 や 森 の 情 報 を

 カ ナ ダ に 伝 え る  

・ 総 合  

・ 図 工  

2 月  

 

・ 情 報 交 流  

 

・ テ レ ビ 会 議 の 準 備 を す る （ 環 境 保 全 の

よ う す 英 語 で 紹 介 す る 準 備 ・ 練 習 を す る

）  

・ 環 境 学 習 の 取 り 組 み を

 英 語 で 表 現 す る  

・ 総 合  

・ 図 工  

3 月  

 

・ 鑑 賞  

 

・ 相 手 側 よ り 壁 画 が そ の 紹 介 ビ デ オ を と

 も に 届 く 。 そ の 感 想 を 書 き 相 手 に 送 る

。  

・ 活 動 を 振 り 、 今 後 の 交

流 へ の 意 欲 づ け と す る  

・ 総 合  

・ 図 工  

         表 １   カナダとの壁画制作 カリキュラム全体の流れ   
  

Ⅳ 実践例 

 

１単元名等 

①題材名「カナダと壁画でふるさと自慢をしよう」 

②実施教科・連携領域 図画工作科 総合的な学習の時間 

③実施校学年 姫路市立安富北小学校 

       ４年（10 名）３年（11 名） 

④実施日 ９月下旬から３月中旬       

⑤交流相手校  W.H.Day Elementary school  Grede5 27 人 

 

２ ねらい 

・自己紹介や壁画の共同制作を通して、相手を理解し自分 

の思いを伝えることができる（コミュニケーション力）。 

・交流相手を通して直接、異文化に接し、相手の文化等を 

理解することができる（異文化理解力）。 

・自分達の地域や文化を調べて伝えることで、自分達の良 

さを再認識することができる（自文化理解力）。 

・地域環境について調べたことや考えたこと、人に伝えた 

い思いを壁画に表すことができる（表現力）。 

 

３ 児童の実態 

  姫路市北部の里山に囲まれた校舎で学ぶ子ども達は蛍の

卵を飼育しているため環境保全への意識は高い。一方、家

庭では多くが習い事等に行っており、祖父母の畑仕事を手

伝っている子どもは殆どいない。さらに、近年、台風の被

害等により山や川の荒廃が進み、森や河川に入ることが危

険になり、子どもにとって遠い存在になっている。 

４ 活動過程と内容   

（１）事前段階 期間＝６月～９月まで、 

①地域環境の魅力・課題の調査 （総合的な学習 ８時間） 

  ４月に総合的な学習のテーマを決める際に「蛍の飼育に

台風による倒木・土砂崩れや水源林へのゴミの不法投棄が

悪影響を与えていないか調べ、その実態を多くの人に伝え

たい」という意見が出てきた。そこで、６月に入り、学校

周辺の倒木の現状と揖保川の支流の生物調査等を行った。

すると、地域の河川水質はとてもよく「蛍飼育」に適して

た清流であることが分かった。 

②カナダに伝えたい魅力を地域の人にインタビューする 

  ９月になりカナダの小学生に絵や映像で伝えたい、地域

の魅力・秘密（食建物・生き物・行事）に関する情報を地

域から集めるアンケート調査を実施した。集めた情報には

以下のようなものがあった。 
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（食）山芋、ぐみ、木苺、野苺、山女、山椒の皮、ひしの 

  実、栗・ゆずなどを使った料理。 

（文化）千年家、渓谷祭り・盆踊り 

（自然）蛍・杉林・鹿が壺・清流 

（遊び場）一本松の下の川で魚採り・山での基地づくり 

③伝えたいふるさとの自慢を絵に表現する 

 

 

 

 

 

     

 

図５ ３年女子が描いた地域自慢（蛍） 

  インタビューに基づいて、壁画の中に描きたい絵を描い

た（図５）。また、９月段階におけるふるさとへの概念地

図をかかせ、事後のマップと対比することにした。 

（２）出会い   （総合的な学習の時間６時間） 

①自己と地域学習紹介カード送付 

  カナダに自らの似顔絵とプロフィールを英語で書いたカ

ードと地域学習で調べてきた地域の文化施設（寺等）や蛍

飼育を絵と写真で説明したカードを送付した（図６）。 

 

 

 

 

 

 

      

      

      

図６ 地域学習紹介カード 

②ビデオレターと地域の特産物を入れたボックス送付 

 英語の自己紹介や自分達が取り組んでいる傘踊り・笛の

演奏・蛍飼育を撮ったビデオレターと、姫路に関するパン

フレットや家から持ち寄った日本手ぬぐい・こけし等を箱

に詰めてカナダに送った。 

③カナダから自己紹介ボックスが届く 

 ３週間後にカナダから自己紹介カード・ビデオやオンタ

リオ州のパンフレット等が入ったボックスが届いた。これ

らを資料に児童達はインターネット等を使って交流校の環

境について調べ始めた。また、カナダの環境学習の様子を

伝える手紙も入っており、それから、学校周囲の沼に生息

する亀が水質悪化で減少しているので保護活動をしている

ことが分かった。 

（３）テーマの交流学習と壁画のアイディア検討 

       （総合的な時間と図工の時間 ３時間）  

      

 

 

 

 

 

     

       

図７ 児童が提案した川をメインした構図 

 11 月に BBS を使って運動会等や蛍飼育の様子を映像にし

て送った。また、カナダの亀の保護活動について質問した

りした。両校が水性生物の保護活動していることから、日

本側から水に関わる生き物や地域行事、建物等を描く案を

提案する（図７）とカナダから姫路城を描きたいという案

が出てきた。そこで、校区における川・沼に関わる出来事

を描くことと、相手側の町や森の様子を送られたパンフレ

ット等を元に、図８の割り当てて描くことが決まった。 

  

 

 

 

 

 

     

   

   図８ カナダの日本の描画割り当て 

（４）壁画の制作   （図工の時間 ８時間） 

      図９ 真剣に壁画を描く子ども達 

 12 月になり電子フォーラムで制作の様子を報告しつつ

壁画の制作をおこなった。まず、JAM からテント用の画材

を購入し、まず、鉛筆で下書きし、その線を油性ペンでな

ぞり、その後に彩色をおこなった。完成後は子ども達が自

分が描いている内容を紹介するビデオとニューイヤーカー

ドを添えてカナダに送った。カナダ側は１月いっぱいかけ

て残り半分の絵の制作をおこなった（図９）。 

（５）鑑賞     （図工の時間 1 時間） 

  ２月になりカナダから彩色された壁画が届いた。子ども

達はカナダの子どもの目線で描かれた姫路城の表現に注目

したり、日本とカナダで絵のタッチがずいぶん違うことな

どを指摘していた（図 10）。絵の感想を記録したビデオを
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送付後、振り返りカードで今までの活動を自己評価させた。 

       図１０ 完成した共同制作の壁画 

 

Ⅳ 教育的効果と NPO の役割についての考察   

 

 共同壁画づくりとその過程の交流活動が、どのように国

際理解教育や美術教育に関わる力の向上に役立っているの

か考察する。そのため日本側児童 20 名のアンケート・概念

地図や作品等から、その教育的成果を読み取ってみた。 

１ 国際理解教育に関わる力について 

（１）コミュニケーション力と情報活用力 

    

 図１1 カナダとの壁画制作でよかったこと（安富北小児童） 

 子ども達は「英語で話した」ことに高い評価を与えてい

た（図 11）。多様なメディアを用いて英語で交流するこの

プロジェクトは英会話に慣れ親しませることでコミュニケ

ーションツールとして外国語を積極的に活用しようとする

意欲を高めたと考えられる。また「みんなで作ったこと」

を多くが評価していることから分かるように、テーマ・構

図を決めるための交渉やスムーズな制作推進のために絵の

内容を説明する活動がコミュニケーション力を高めるよい

機会になったと思われる。さらに、国際交流のためにビデ

オ撮影法やパソコンによる通信、情報収集等を覚えたこと

で、子ども達の情報活用力もかなり向上した。 

（２）異文化・自文化理解力 

 図 12 壁画づくりで新たに分かったこと（安富北小児童）  

 「壁画づくりで新たに分かったこと」という質問に対し、

「地域の大切さが分かった」という者が半数以上いること

が示すように（図 12）、カナダに地域の自慢を伝えるため、

子ども達は地域の実地踏査や高齢者へのインタビュー等を

おこない、地域の魅力を再確認したと思われる。 

  また、「カナダのことが分かった」の評価が高いように、

届いた資料等やカナダの環境を描く活動により交流校の自

然や文化のことがよく理解できたと思われる。さらに、カ

ナダからも 2月のメールにおいて「I know my students love 

this project so much.They learned about others cultures and, 

lives and countries in such a unique way.」とこのプロジェクト

への感想が届き、共同の堰が制作が交流先の国の文化や生

活を学ぶよい機会になったことを指摘していた。 

 

（３）主体的に学ぶ意欲 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

  図１3 活動ごとの学習意欲の変化 

  図 13 は日本側参加児童が対象に活動ごとの達成感につ

いて 10 点満点で評価したものである。カナダとの壁画づく

りにおいて制作が進み、情報交換しながら絵が完成に近づ

くにつれて達成感が高まっていった。相手と作品を制作す

るという明確なゴールがあるため、そこに向かう交流活動

や外国語の使用に必然性を感じ、学習意欲が持続したから

と思われる。 

 

２ 美術教育に関する力について 

（１）多様な要素をつなげるイメージ力の向上 
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  図１4 ３年女児が活動の事前・事後に描いた概念図 

 同一の日本側参加児童が交流活動の事前と事後に描いた

構造図を見比べてみると（図 14），事後の方が自然環境だ

けでなく，友だち、カナダの亀・伝達ツールの英語等、多

様な要素を結びつけていた。事後の各要素を繋いだ理由に

「育てる・泳ぐ」という言葉とともに「描く」があるよう

に，相手校の環境等を調べ共同で描いた表現活動が，彼ら

の多様な要素を繋げるイメージ力を刺激したと思われる。 

（２）収集した情報を組み合わせ、 

      魅力ある空間を生み出す表現力の向上 

 図 15 が示すように子ども達は地域学習や環境学習で収

集した情報を川の流れの両サイドに巧みに配置し、魅力あ

る校区の様子を表現している。この構図を児童が描いた背 

 

          

図１5 地域調査の情報を基に描いた絵 

景には 2 年前に卒業制作として 6 年生が地域の四季を描い

た屏風が絵があった。その絵は川の流れを軸に描いてあっ

た。子ども達は、その屏風を参考に絵の構図を検討してい

た。 また、カナダから提供された映像資料を基に外国の町

や森を想像しながら描くことで、魅力ある空間を生み出す

表現力を高めていたと思われる。 

（３）外国の表現を知ることで鑑賞の視点が広がる 

 対象によく似て描かれた表現が「よい絵」という概念と

らわれがちになる中学年の子ども達にとって、伝えたいこ

とを大胆な構図と色遣いで描いたカナダの子ども達の絵

は、その概念を砕くよい鑑賞の教材になった（図 16）。 

 

 

 

 

  図 16 カナダの描いた姫路の町と日本が描いたカナダの街 

 

３ 国際理解教育におけるアート NPO の役割 

 姫路市立安富北小学校とカナダの W.H.Day 小学校のよ

うに表現活動を軸にした国際交流学習で上記のような教育

的効果を得るようにするには、事例でアートNPOが壁画制作で

２つの国の子どもを繋げたように、アート NPO がインターフェイ

スの役割を果たす必要があると考える。 

2005 年の文部科学省の「初等中等教育における国際教育

推進検討会報告」によると、一部の教員任せになっており

学校全体の取組になっていない傾向や英語活動の実施すな

わち国際理解という誤解や単なる体験や交流活動に終始な

ど国際教育の内容的希薄化・矮小化への懸念があり、その

背景として①国際教育に関する研修の重要性が十分認識さ

れていない。②指導案作成や教材開発の方法等、授業づく

りに直接役立つ実践的な研修が不足している。③国際教育

に携わる中核的立場の教員が不足している等の「教員の指

導力不足」が指摘されている２４）。この現状では、図 17 の

左端の図のように日本の子ども・海外の子ども・壁画制作

がバラバラで繋がりがなく、教育効果の薄い描画体験で終

わってしまう。この状況を改善するには、アート NPO 等の

外部団体が、提案、支援するプログラムによって，相互理解が

進み，図 17 の右端の図のように結びつけていく必要があ

る。そうすることで、壁画制作過程の交流学習がさらに充

実していき、清水が指摘した「成果共有型」から一歩進ん

だ「協同的交流型」の国際交流学習が実現できると思われ

る。加えて、アート NPO と連携して活動することで教師の

コーディネート力も向上すると考えられる。 

      図 17 3 要素をつなぐアート NPO の役割 
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Ⅴ まとめ＝今後の課題 

    

 

 

 

 

 

 

         

         

  

   図１8 地域で芸術活動に関わる３者の繋がり２５） 

 表現・鑑賞の活動を通して国際交流学習をするメリット

は子どもに言語と形や色等の表現を組み合わせたコミュニ

ケーションが人や社会と関わりをもつ際に役立つことを体

感させることができることと思われる。また、表現活動で

地域のことを海外に発信することは、子ども達の地域への

愛着を深めることが期待できる。さらに、その過程で、子

ども達が芸術のもつ社会的な働きに気づくことは、美術教

育にとっても意義があることと考えられる。 

こうした日本と海外の子どもを橋渡しする表現活動を展

開するには、共同制作に関わる表現者であり鑑賞者でもあ

る日本と外国の児童・生徒（教師）と、その活動を支援す

るアート NPO の三者が互いに連携し合うことが大切とな

る。そして、図 18が示すように連携の軸となるアート NPO

の役割は重要度は増していくと思われる。 

しかし、新教育課程での時数増や多様な危機管理に対応

している学校現場においては、アート NPO が主導する国際

交流学習に関して以下の課題が見いだせる。 

①活動の時数確保の難しさ。 

 平成 23 年度から総合的な学習の時数は減少し約 35 時間 

のアートマイルの時数を確保するのは難しくなっている。 

②教師の負担の増加 

 英語による海外学校の教師との交渉や NPO との連携は、 

一部の教師が行う場合が多い。 

③金銭面の負担 

 画材の購入や海外への壁画発送料に関して、学校に予算 

がない場合は教師の個人負担になる場合がある。 

 以上の課題を解決するには、学校とアート NPO の関係を

サポート・調整する組織が市町村教育委員会等に配置され

る必要があると思われる。このプロジェクトは、2010 年に

都市部の学校においても実施している。今後はその活動を分

析し、アートによる国際交流学習やアート NPO の学校教育導

入の可能性について研究していくつもりである。 
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 In this research, I examined what kind of educational effect importing international exchange project of the art NPO wil

l make to classes in elementary school by the practice between Elementary School of North Yasutomi Himeji City and 

W.H.DAY Elementary School in Canada. I think this project to paint a huge mural with 2 countries might make effects 

on "information literacy", "english communication" and "Ability of conception and planning", "Skills of creativity" which 

concern in art education. In this research, I also examined the advantages and problems of art NOP which might play a

n important role in connecting schools and communities. 

 

         


